20130106　1部礼拝
あきらめられない祈り（ルカ18:1-18)
あけましておめでとうございます。2013年が明けました。一度も歩いたことがない旅路を私たちは歩いて行かなければなりません。どのように2013年を歩いて行くべきでしょうか。また一度も行ったことのない2013年、なにが待っていてどうすれば勝利の実を結ぶことができるのでしょうか。年が明けたからといって私たちのなにかが変わるわけではありません。むしろ、なにがどう変わろうが変わらないものをクリスチャン、自分自身の中で確認し吟味するときにすべきではないかと思います。そうすることによって2013年はレムナント教会の信徒のひとりひとりが本当の意味で祈りに成功する、祈りをもって2013年を走っていく方々になっていただきたいと願います。神様は私たちに宗教ではなく福音を与えられた方です。命を与えられました。ですから、あれこれ、いろいろなお話はすべて嘘です。イエス・キリストを信じて福音を受けている私たちはもう祝福された者です。実はなにも私たちに問題になるようなことはありません。呪いの過去、滅びの過去はもう終わりました。それゆえ、祈りに成功することがすべてです。祈り一つを強調するからといって他のなにかが無視されるかのように理解していてはいけません。福音を受けたという意味です。それで、ひとりひとりが人によって、環境によって、また様々な状況やいろいろな要素にふり回されず、言い訳などしないで丈夫なクリスチャン、ひとりでしっかり立てるクリスチャンになること、それが祈りに成功することです。それがいつでも同じでしょうが私たちには年がどう変わろうが変わらないものがあるので祈れるようになるし、また今日のタイトルのようにその祈りはなにがあってもあきらめることができない、あきらめてはいけない祝福の祈りがあるので、その祈りさえしっかりできている人であれば独り立ちできるようになります。ぜひ2013年、文句のない、疑いのない、また不信仰を吐き出すことのない、なにかの波風に流されることのない、右往左往することのない、独り立ちする祈りのクリスチャンになっていただきたいと思います。神様はものすごくシンプルに単純にすべてを圧縮しまとめていらっしゃいます。それでイエスを救い主として信じて受け入れた者であれば、他にどんな理由があろうがすべてをカットしてお祈りに成功すればよいとしてあるし、そのようにまとめていらっしゃいます。それだけです。なんと単純でシンプルでしょう。それほど、イエスさまを信じるということはすべてです。またすべてがひっくり返されるようなことです。祈りさえできれば十分、独り立ちできるということを信じていただきたいと思います。しかしながら、残念ながらクリスチャンのほとんどの方がこの祈りができません。また祈りをするとしても祈りの途中であきらめてしまいます。今日イエスさまがおっしゃっているように祈りに失望してしまいます。祈り一つにすべて全部を入れてあるのに、これをあきらめると何もかもが全部パーです。祈りにぜひ勝利するようにしていただきたいと思います。そういう意味でイエスさまが今日の聖書の箇所をとおして、なぜ祈りが続かないのか、なぜ祈りができないのか、なぜ祈りに失望してあきらめてしまうのか、そのことに対してたとえ話をもって教えていらっしゃいます。ぜひ約束として握っていただきたいと思います。
ある町に民を恐れず人を人とも思わない裁判官がいました。もうめちゃくちゃな悪人です。その町にひとりのやもめがいました。やもめがどのような人なのかお分かりだと思いますが、そのやもめがこの悪人の裁判官のところに来て、「私の相手を裁いて、私を守ってください。きちんと裁いてください」と求めていました。最初は悪人らしく相手にもしませんでした。けれども、このやもめがあきらめないでずっとひっきりなしに悪人裁判官のところに訪ねてきて求め続けるので、面倒くさくてきついのでこの悪い裁判官が自分なりに考えました。「このままほっておくとこれがずっと続くだろう。この女の人はあきらめないだろう。いいか悪いかは別にして私がだめだ。自分のためにも裁判をきちんとしてやったほうがいいのではないか」と思ってやもめの願いを聞いてあげたという話です。これはどういう意味でしょうか。祈りのことをおっしゃりながら、なぜこのようなたとえ話をされたのでしょうか。これはたとえ話です。悪人の裁判官なので神様も恐れないで人を人とも思わないので、正しい裁判などはできるはずがありません。ワイロを持ってきてやっとなにかができるような人です。絶対、ありえない状況です。しかもその裁判官を訪ねてきた人はやもめです。やもめは当時の状況から見たときには、一番下っ端でときにはもう神様に捨てられた、呪われた身分ではないかと思われる存在でした。やもめが悪いという意味ではなく、当時の状況はそのような風潮でした。だから、最悪の裁判官、絶対普通に通れない裁判官がいて、そして、一番下っ端の最低な存在が求めている。そういう状況を考えてみてください。それで裁判がきちんと開かれるでしょうか。やもめの求める願いがしっかり通じるのでしょうか。絶対に通じるはずがありません。そんな状況をたとえ話としてイエスさまはおっしゃいました。それにもかかわらず、悪人の裁判官は面倒くさいからという理由でとにかくそれを受け入れました。そこでイエスさまがおっしゃいました。不正な悪人の裁判官が言っていることをしっかり聞きなさい。絶対通らないし、絶対に聞くことのない人が聞きました。ましてや神の民が、選ばれた選民が神様に求める祈りに、裁きをつけないでほっておくことがあるでしょうか。考えてみなさいという話です。ですから祈りはあきらめてはいけません。つまり、必ず祈りは答えられるようになります。最低の身分の人が最悪の裁判官に求めた絶対にありえない状況でも通じたとすれば、神様が悪い不正な裁判官なのか。不正な裁判官でも通じたとすれば、神様は罪人のためにひとり子を惜しまずに十字架に引き渡される、人を愛する神様でないのか。しかもあなたがたがやもめのような最低の身分なのか。神に選ばれた民、尊い存在ではないのか。それならば、なぜ祈りが答えられないことがあるのでしょうか。それはありえません。祈りが答えられるというのが当たり前で当然で明らかなことです。それなのに、そのことがよく分かっていないのでそのような祈りが与えられているのに祈りの途中で失望してあきらめるということがなんと多いのでしょうか。そのためにこのたとえ話をおっしゃったのです。それで最後に「しかし、人の子が来たとき、はたして地上に信仰が見られるでしょうか」とおっしゃいました。本当にあきらめないで祈り続ける者があまりいないということです。これほど必ず当たり前に答えられるようになっている祈りなのに祈らないのです。皆さんはどのように祈っていらっしゃるのでしょうか。皆さんの祈りはどのような祈りでしょうか。今日イエスさまがなぜこのようにおっしゃったのでしょうか。なぜ私たちはあきらめることのできない祈りではなく、あらゆる理由によって祈りが続かない、また途中であきらめてしまう祈りなのでしょうか。ときには祈りのスタートもできないような祈りになっているのではないでしょうか。そこを修正しなければいけません。2013年はそこを修正し、必ず当たり前に答えられる祈り、その祝福を自分のものにしていただきたいと思います。
祈りはなぜあきらめることがないのか。あきらめてはいけないのかというと、まず祈る前に祈らざるを得ない確かな結論があるから祈りはあきらめることがありません。祈らざるを得ない確かな結論。はっきりとあきらかになっている結論というものが先にあります。この女の人が裁判官のところに来て、あきらめないで求めていた理由がなにかと言うと、この女の人が根性があるからではありません。私たちも根気強くずっと祈ればどうにかなるという意味ではありません。この女の人は相手が悪くて自分は今やられている。つまり、白黒がはっきりしています。それがひとつの理由です。だから、大胆にあきらめないで、またそれをきちんと解決できる権限は裁判官しかいないのであきらめないでずっと求め続けるのです。理由がなんでしょうか。だれが見ていても相手が間違っていて相手が悪くて、自分は今助けが必要だという話です。だれが見ても、だれがどう考えても結論は白黒はっきりしています。それがあるからこそこの女の人はあきらめないで「正しくさばきをやってください。裁判をやってください」と言うのです。自信がなければできません。祈りはそういうものです。それでイエスさまが神の民に対しても選民のために裁きをつけないでいるのか。神の民もそのような祈りをすると必ず通じるでしょう。そして、あきらめる理由がないでしょうという話です。韓国語の聖書には「相手を裁いてください」ということに対して「恨（ハン）」と言います。まるで恨みみたいな言葉が使われています。それは復讐の思いといった意味ではありません。「もう白黒はっきり結論が出ている。それなのに今、決着がついていないのでここをどうにかしてください。答えはもう出ているから」という意味です。それを日本語に翻訳するときにふさわしい言葉があまりありません。それで「結論」というように変えて考えました。この女の人は結論はもう出ているのに、ただそれに対しての裁きが今くだっていないだけです。つまり、祈るというのはどういうことなのかというと、ただただ願いを叶えるために神様に必死に求めるものではなく、結論をもってぶつけるものです。結論が出ているのです。明らかに、だれがどう見ても動かすことのできない、変わることのできない結論があるから神様にぶつけるのです。その結論はなんでしょうか。この女性のように何かをもって必死に求めなさいという意味ではありません。私たちクリスチャンに本当に動かない結論があるのかと問われるのです。なにがあってもあきらめないで求め続ける結論というものがあるのか。地球が半分に割れても「これは結論です。これは変わることはありません」という結論があるのか。心の中にただ理論的、論理的な結論ではなく心にしみじみ染み込んでいる結論というものがクリスチャンにとって福音の結論です。福音の恨です。クリスチャンはそれが何かわかった人です。それでそれを祈ります。それを神様に求めます。以前も何回も申し上げましたように、その福音の結論、心にしみる結論というのは歴史をとおして、まずそのような結論をしっかり抱えるようにしないといけません。聖書の歴史をとおして。何回も申し上げましたように旧約の歴史の最後の結論はなんでしょうか。宗教があっても人が努力しても、政治がどう変わろうが文化や技術がどのように発展しようがそれには希望はありません。それらの結論は絶望、真っ暗です。道、希望は神様が約束されましたキリスト、メシヤによって人が助かる福音、メシヤ、キリストが私たちの罪の代わりに身代わりとして十字架で犠牲のいけにえになられること、それ以外にもう希望はありません。それが結論です。心にしみる結論です。福音以外には希望がありません。先週、2012年最後の聖日礼拝のメッセージは終末に関してのお話でした。本当に終末、この歴史、時代、終わりが何なのかが本当にわかっているものであれば、その人は福音以外にはポイントがありません。イエスの福音によって最後にひとりは連れられて、ひとりは残るようになる運命が別れるようになる鍵であれば、この福音でなければ結局は運命は変わりません。そのような結論です。その正しい終末の意識をとおして、それに今続けておっしゃっています。もし本当に終わりがあり、正しい終末がなにか分かっている人であれば結論、恨というものを持つようになるでしょう。福音の結論です。福音でないといけないという結論です。証拠をとおして結論をしっかり握って、それから、そこに留まらないで皆さんひとりひとり個人の人生をふり返って考えてみてください。なぜ辛いことがあり、なぜ失敗があって、なぜ思い出したくない苦しい時期、苦しいことがあったのでしょうか。理由はなんでしょう。「なるほど。今までは親のせいだと思っていたり、また自分が悪いからだとかいろいろなことを思っていた」しかし、わかってみれば霊的なことが何かわかったそのときに、「なるほど。だれかが悪いわけではありません。それなのに私はずっと勘違いをして人生をそのようにクルクルさまよっていたのだ」とそれが心にしみじみ痛い思いとなって、結局、福音がなかったからそうではないのか。それらを恨と言います。それが結論です。なぜ皆さんは暗いトンネルを通っていたでしょうか。結局、福音が何かわかっていなかったし、福音と触れることがなかったからそうだったのではないでしょうか。それが結論です。皆さんの家庭、家系をふり返って見たときにも同じでしょう。なぜでしょうか。どんなことが理由だと頭の中で思っていたでしょうか。今までそれでずっとだまされてきたのではないでしょうか。それが恨になるのです。福音がなかったのでそうなっているのに、それを知らないでずっとサタンにだまされているのです。なぜ皆さんの過去の傷を抱えてそれによってずっと苦しむのでしょうか。だまされてそれが心に痛い思いでしみ込んでいます。「福音がないとそうなるのだね。福音がないからそうなってしまったのだね」という結論です。そして、少しでも福音を理解し目が覚めた人はまわりを見て、この日本中を見ながら、ニュースを見ながら、現場の人々を見ながら、偶像にまみれているこの社会を見ながら、「なるほど。福音がないからああいう事件が起きてしまったのだね。福音がないがゆえに滅びることも知らないまま偶像崇拝に走っているのではないのか。福音がないから銃の乱射事件が起き、福音がないから保険金のための殺人事件などが。福音がないからではないか」という結論です。理論ではありません。皆さん、自分の人生をふり返って、皆さんの家系を見ながら、そして、現場、社会、世界、世の中、歴史を見ながら、福音の結論、それが白黒はっきりしているように結論を出していなければいけません。

それが当たり前なことに伝道の結論に自然につながるようになるでしょう。これは裏と表と同じことですから。この福音の結論、伝道の結論というものが他のことを何もしないで無視してとか、そのように幼稚な話ではありません。でも、答えは福音です。理由は福音がないからです。ですから、福音が絶対的に必要です。これが結論の中の結論であり、心にしみていなければいけません。そうではなでしょうか。そして、これが結論として動くことのない、動かされることのない結論でないといけません。そういう意味でやもめが裁きを求めるというたとえがあったのです。クリスチャンも神様に求めるときになにを求めるかと言うと、この結論があるから求めます。「神様。この福音の結論をもって、この福音のために生きる者にしてくださり、この福音が伝えられないと世の中には希望がありません。どうすればよいでしょうか。福音が宣べ伝えられように。福音によって神の国が臨まれるように」。これが教会で「祈りなさい」と言われて「まあ祈ろうか」ではなく結論です。痛い思いで心にしみている結論です。しかも絶対に動かない結論、もう白黒はっきりしている明白な結論なのであきらめません。その祈りを神様に求めて、また神様にぶつけることを祈りと言います。それがあるから祈るでしょう。皆さんの中に祈らざるを得ない結論があるでしょうか。これがあると祈りをあきらめることはありません。地球が逆に回ったとしてもこの祈りはあきらめることはありません。この結論を変えることのできるものは存在しません。この結論をひっくり返すような事件、状況、理論、そのようなものは地球に宇宙に存在しません。これを結論と言います。だから、神の民が神様に求めること、それをなぜ神様がほっておくだろう。それはこの祈りです。やもめが心に白黒はっきりしているものを握っていて、もう明らかなのになぜ裁いてくれないのかと同じように、「世の中は福音でないとだめでないでしょうか」と思いつつそれを神様に求めることを神様がなぜ聞いて答えてくださらないだろうかという話です。皆さんぜひ祈らざるを得ない、動かない結論をもって祈るクリスチャンになっていただきたいと思います。
そして、その祈りの場合には、イエスさまが今日おっしゃっているようにその祈りは当たり前に当然に必ず答えられるようになっています。神様の答えの当たり前、当然性、その確信をもって祈ることです。それであきらめません。どれほど答えられるのが当たり前なのかというと、皆さん、火を紙で包もうとするとどうなりますか。紙は絶対に包めません。すぐ燃えてしまいます。それに異論などあるでしょうか。それより当たり前なことです。今イエスさまがおっしゃっていることは最悪の裁判官、最低の身分のやもめでも成立したならば、祈りが答えられるのは祈る前に当たり前ではないでしょうか。右足を出して左足を出すとどうなりますか。歩けます。それ以上に祈りが答えられるというのは当たり前です。なぜでしょうか。結論をもってぶつける祈りですから。祈りに成功するためにはまずこのような理解をしないといけません。それでイエスさまが使われた言葉が「まして」です。ぜひ覚えてください。当たり前だというのは、まして神様の子どもが裁きを求めるときに「神様。世の中は今サタンに捕らわれ偶像崇拝にまみれ、人々は暗やみの中にさまよいつつ滅びて行っています。神様。どうすればここに神の国が臨むでしょう。神の愛が、神の救いが必要ではないでしょうか」と訴えて求める祈りに対しては100％ではなく、200％、1000％、白黒はっきりしているように、右足左足で歩く100倍以上、当然、当たり前に答えられるものです。祈りはそういうものです。だから、祈りは神様がなさることなのに、私たちに答えて私たちが喜ぶようにするために神様がわざと　　　　　　　　　
作られたシステムです。どのように祈るかの前に、祈ると答えられるために作られたシステムなのです。祈りという言葉を聞くたびに福音がベースになって当然答えられるという確信が飛び交うので、祈るという言葉を聞くたびに心に感動と感激とうれしさがあふれるようにしないといけません。「なるほど。祈りか」と。
私は祈るときに「父なる神様」と一番最初を始めます。「父なる神様。神様はあなたの父ではないか。悪人の裁判官ではなくて。そして、私はやもめではありません。神の子どもではないでしょうか。キリストによって」間違っている祈りは神様が修正してまた答えてくださらないのが答えでしょう。「でもとにかく、これから祈ることは当たり前に答えられる祈りを始めますよ」と言う感じで入ります。祈りはそういうものだから。祈りは避ける理由がありません。祈りをあきらめる理由がありません。それはすべてだまされることです。あるいはこの確信がないか、祈りがなにか理解していないか、祈りが福音の中に与えられる、生まれる祝福の賜物であることが分かっていないのか、あるいはまだまだ今までのずっと宗教的なイメージで祈りを思っているのか、あるいは結論がはっきりしていないかのどれかです。それさえ修正されれば祈りは祝福です。祈りは躊躇する必要がありません。祈りは途中で迷う必要もないし、あきらめる理由などは一切ない祝福です。2013年皆さんにそのような祈りが回復される年になっていただきたいと思います。祈りは祈る前に答えの確信をもって入るものです。必ず答えられます。神の国と義を求める祈りは必ず、必ず、必ず、当然、当然、当然、当たり前に、当たり前に、当たり前に答えられるものです。「でも、先生。祈ってもなかなか答えなどありませんよ」と言う人がいるかもしれません。それは答えがないわけではありません。それでも祈りはあきらめてはいけません。まずどこをチェックするべきでしょうか。なにを祈っているのかチェックしなければいけません。結論をもって祈っているのか。恨を抱えて祈っているのか。そうならばすぐさま何かの変化があるかないかなどによって、祈りが動かされて揺れ動いたりしてはいけません。動かない結論をもって必ず答えられる祈りの確信をもって祈り続けることです。必ず答えられます。今までの一生の中で信仰と不信仰があって、真理と真理でないものがありました。一瞬先を見ると不信仰が上まって勝っているかのように見えるときもあったり、真理でないものが逆にパワーを増して真理を押さえつけて、まるで自分が真理であるかのようになったというときもあります。繰り返されていました。それにもかかわらず、私たちは結論をもっていないといけません。真理でないものは真理でないものに一度も勝ったことはありません。不信仰は信仰に一度も勝ったことはありません。これが真理です。そうならば同じです。神の国と義を求める祈りは私たちの計算どおりになるかは別にして、必ず答えられます。不信仰が信仰に勝つことがないのと同じように明白です。そのような確信をもって祈りに取り組まないといけません。それが祈りです。

そういう意味で今日のメッセージの結論でしょう。クリスチャンの祈りに失望はありません。失望のない祈りを早く回復して、その祈りに取り組まないといけません。皆さんなりに祈りをどう理解していて、また祈りに対して正直にどんな状態なのか、祈りにどのように向かい合っているのか吟味しないといけません。でも、祈りに失望はありません。失望してはいけません。先ほど申し上げましたように、すぐさま私の計算どおりに答えがないからといってあきらめてはいけません。失望してはいけません。また状況がどう変わろうが、環境がどんな環境に変わろうが、それらに左右されないで、ふり回されないで祈りはあきらめてはいけません。祈りに失望はありません。真理が真理でないものにひざまずくということがないのと同じように、祈りが答えられないということはあり得ません。必ず答えられます。状況がどう変わろうが、ローマが立ち上がってクリスチャンのすべてを殺して滅ぼすということがあったとしても祈りは答えられます。石を投げられたステパノのようにその場で悲惨な死に預かることがあっても祈りは答えられます。それが祈りです。ですから、祈りに失望はありません。祈りはあきらめてはいけません。また言葉を変えますとクリスチャンの私たちが2013年からあきらめることのできない、あきらめることのない祈りを始めないといけません。この祈りは一生続くものです。継続するようになるでしょう。祈りは持続するようになるのです。もちろん、人によって祈りが途切れることがあります。でもそれはありうることですが、正解ではありません。祈りに失望していたとすれば、今申し上げました動かない結論の部分と、祈りはこのたとえ話でイエスさまがおっしゃっているように当然答えられるようになっているシステムだという２つのことのどこかに穴が空いているので祈りにいろいろな問題が生じます。その部分は修正する機会にしないといけません。祈りはそういうものです。なぜでしょうか。皆さんがイエスを信じたその瞬間、イエスさまがキリストなので、約束されたメシヤなのでそこで以前のものは過ぎ去り私たちの人生は変えられました。新しく生まれたのです。以前と同じではありません。人生の結論が変わります。心にその結論をぜひ持っていていただきたいと思います。なにをとおしてでも、とにかく個人、個人、結論を出さないといけません。正しい言葉が見当たらないのですが福音の心の痛みのようなものを皆さん持っていないといけません。またそれを見つけないといけません。
そして、皆さんの今までの過去にある傷や、過去にあった様々な悲しみ、痛みなどをそのままほっておいてはいけません。それを全部福音の結論に変えないといけません。ぜひそのようにしてください。なるほど。福音がなかったからでしょう。それは傷として残っていてはいけません。悲しいことがあったのでしょうか。悲しいことのままにしておいてはいけません。それを福音の恨に変えないといけません。だれがなんと言おうが、地球がどう変わろうが福音ですという結論です。身をもって皆さんの人生をとおしてその結論を見つけ出さないといけません。

それを見つけ出して、それから、皆さんの今の祈りの状態を自分なりに吟味してチェックしてみてください。牧師はひとりひとりお話してみないと分かりません。皆さん自分自身でチェックするしかありません。祈りはこういうものなのに、今の皆さんの祈りの状態はどうなのでしょうか。祈りを下げているのではないでしょうか。祈りを負担に思っているのではないでしょうか。祈っても祈らなくても別のよいのではないかという感覚ではないでしょうか。「祈っても答えられないし祈る必要があるのか。祈りってべつに通じないね。効果ないね」という感覚、考えを持っていらっしゃるのではないでしょうか。それらを具体的に正直にチェックし、それから祈りが本当になにがあろうがずっと続く祈りでしょうか。そうでなければ、なぜ祈りが続かないのかその理由を今日のメッセージを中心にして理由を自分の中から見つけ出してください。そこを修正しないといけません。そうすることによって皆さん、2013年は必ず個人の祈りの時間を作って、そして、そのときだけが祈りのすべてではありませんが、祈りがずっと続くように祈りの状態を修正していただきたいと思います。ある人はお腹が痛くて祈りました。お腹が治りました。それから、祈りません。そのような祈りではありません。福音の結論をもって、皆さんがどんなに頑張って成功しても福音でなければそれは幸せもなんでもないし、結局がバベル塔のように崩れるようになるものです。それなのにほとんどのひとがそういうところに傾いています。クリスチャンでありながらも福音の結論がありません。たとえ皆さんの事業が全部つぶれたとしてもこの祈りはあきらめることはできません。逆にこの祈りのために「なぜこういうことがあるのでしょうか」と逆に神様に聞くでしょう。極端に否定的な話をしましたがそうなるという意味ではありません。ただ私たちの祈りはそういう祈りです。それは2013年をスタートしながら特に今日のイエスさまのたとえ話をとおして私たちが理解する祈りです。イエスさまはマタイの福音書においても以前からおっしゃいました。なにを食べるか、なにを飲むか、なにを着るかなどを求めるのは異邦人が求めることであって、あなたがたは神の子どもではないのか。「神の国と神の義をまず求めなさい」そうするとそれは必ず答えられます。今すぐなにかがなくてもあきらめないで祈り続けるようにしてください。あきらめることのない、あきらめることができない祈りの課題を持つクリスチャンになっていただきたいと思います。皆さんの身の回りに、また皆さんの身の中に、家庭の中になにがどう起ころうがいろいろな神様のみこころがあるでしょうが、まずそれによって祈りが途絶えたりしてはいけません。そうすると自分の祈りはどのような祈りだったのか。祈りを変えないといけません。それからは絶対に答えられるという確信を逃してはいけません。ステパノは死にました。死ぬことが答えであり、死んだあとその答えが現れました。ぜひこのような祈りの祝福を味わうクリスチャンになっていただきたいと願います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。2013年、最初の聖日礼拝をともに捧げ神様のメッセージをいただきありがとうございます。私たちはキリストであるイエスさまを救い主として信じて受け入れて神の子どもとされている幸いな者です。これを忘れずに、これからは福音の結論をもって、神様にあきらめることのない祈りの主人公となるようにひとりひとりを祝福してください。この祈りを邪魔するものが何なのかを見つけ出してそれを切り離し、答えの確信、神様の当然な答えを確信して、途切れることのない祈り、持続できる祈りの主人公となるようにひとりひとりを祝福してください。今日から個人の祈りのときをもって、避けないで、また邪魔されないで祈り続けることができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
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